








●好調なSE、FT事業の業績を受け、前期比、増収増益でした
売上高：405億円増(+15.6%)、営業利益：101億円増(+43.2%)
当期純利益：53億円増(+28.5%)

●2月予想からも増収増益でした
売上高 ：2月予想(2,940億円)比62億円増(+2.1%)
営業利益：2月予想(310億円)比27億円増(+8.8％)
但し、当期純利益のみ、2月予想(245億円)比▲3億円
(法人税等調整額の影響)



●連結業績サマリー
売上高：3,002億円は過去2番目です
営業利益：337億円は過去最高です
営業利益率：11.2％は過去最高です
営業利益率：4Q：13.7%、通期：11.2%はともに最高レベルです





● 4Q受注高>>
全社：837億円 3Q(866億円)に続き高水準です
SE： 581億円 3Q(648億円)には及ばなかったものの、引続き高水準です
FT： 85億円 3Q(90億円)とほぼ同レベルで好調さをキープしました

● ４Q受注残高>>
全社：1,185億円 4Q売上(902億円)が高く、3Q(1,245億円)を若干
下回りましたが、好調が続き、高水準をキープしました





●好調な市況もあり、前期比、前四半期比ともに増収増益でした
ファウンドリーの微細化とフラッシュメモリー(3D-NAND)の積層化投資が
牽引しました。

●前期比：
装置別：枚葉洗浄装置 、バッチ洗浄装置ともに増加しました
地域別：台湾、中国の伸びが顕著でした

欧州も増加傾向、韓国は微増、北米、日本は減少しました



●過去最高の売上高2,060億円、営業利益293億円、通期受注累計
2,254億を達成しました
営業利益率(14.2%)も過去最高(2011/3月期 16.1%)に迫るレベルでした

●枚葉洗浄装置は、世界シェア13ptアップ(53％)しました
(Gartnerベース)



●4Q受注高：581億円
過去最高と思われる3Q(648億円)には及ばないものの、非常に高い水準を
キープしました

●デバイス別
ファウンドリー(47％ →40％)はやや減少するも、3Qに続き好調でした
ロジック(4％→18％)が伸びました
メモリーでは、DRAM(21％→10％)投資に一服感がありました



●GAの上期は、4年に一度の展示会Drupa前の買い控えに苦戦しましたが、
下期、特に4Qは、上期と比べ、北米、欧州で売上、営業利益ともに
改善しました

●PEは、中国、台湾でまとまった受注を獲得し、それにより、上期比で
下期は回復しました
PEは、今年4月より独立セグメントとしてスタートしました
2018年3月期は、新製品リリースを予定、売上拡大を目指します

●GAは、前期から進めている収益構造改革により、売上、収益ともに
増加を目指します



●通期ベースでは、中期経営計画の数値目標を達成しました
→営業利益率11.5％になりました

●サイズ別では、前期比で、中小型が1.6倍になり増加、大型を上回りました
→中小型、大型ともに、安定的に利益を出せるようになりました



●4Qの受注高は85億円。
→受注残は5四半期連続で400億円レベルで推移しました

●４Q受注の中味は、サイズ別では、
中小型が50%弱、大型（G8以上）は40％弱でした

上記のうち、
OLED関連が5％弱、新規事業が５％程度でした

●通期受注累計では、全体受注の30％程度がOLED関連でした





前期末(2016/3月末)との比較：
●総資産は3,006億円、前期比305億円増加(＋11.3％)しました

●資産の部の増加理由：
→受取手形及び売掛金が減少した一方で、
売上増加に伴い、現金及び預金とたな卸資産が増加したためです

●負債および純資産の部の増加理由：
→負債は1,577億円、前期比79億円増加(＋5.3％)
有利子負債が減少した一方で、
売上増加に伴い、仕入債務や前受金が増加したためです
→純資産は1,429億円、前期比226億円増加(＋18.8％)
売上増加に伴い、親会社株主に帰属する当期純利益の計上により、
利益剰余金が増加したことに加え、有価証券評価差額金も増加したためです

●上記の結果により、自己資本比率は47.5％となりました



当期(2017/3月期)の連結キャッシュ・フロー
●営業キャッシュ・フローは490億円の収入
→前期147億円の収入からは、大幅に改善しました
→継続的なCCC改善に取り組んだ結果、リーマンショック以降最大の
営業キャッシュ・フローになりました
売上債権の減少、仕入債務の増加、前受金の増加などの収入項目が、
たな卸資産の増加などの支出項目を上回りました

●投資活動によるキャッシュ・フローは、58億円の支出
→研究開発設備などの有形固定資産を取得しました

上記の結果として、フリーキャッシュ・フロー(FCF)は、431億円の
高水準となりました

●財務活動によるキャッシュ・フローは、274億円の支出
→社債の償還(2016年6月と９月)や長期借入金の返済、配当金の支払い
(2016年6月)をしました



●純有利子負債▲312億円、年間を通してマイナスを維持し、
ネットキャッシュポジションを通年継続しました

●有利子負債は175億円
→社債(2016年6月と9月)を償還したことなどにより、
前期比で220億円減少しました

●現金及び預金は488億円でした
→売上増加に伴い増加しました

●純有利子負債は▲312億円、ネットキャッシュポジションになりました。
→大幅なプラスとなった営業キャッシュ・フローなどにより、
前期末比で385億円減少しました
→今期(2018/3月期)もネットキャッシュ維持を見込んでいます





●2018年3月期の業績予想(上期、下期、通期)：
・SE事業：CY2016年から続く好調な受注状況を踏まえ、前期に続き、
2,000億円以上の高水準売上2,020億円を予想しています
→ 4Q(1-3月期)に四半期としては過去最高水準の637億円の売上を
記録した影響で、前年度比では減収を予想しています

・GA事業：PODの販売拡大などにより増収増益を見込んでいます
・FT事業：現在の受注残高より、増収増益を見込んでいます
・PE事業：今期、PEセグメントができました(旧GPより独立)

独立して1期目となり、増収を見込んでいます
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●自己資本比率、実質50％達成の背景：
→営業キャッシュ・フローの増加を背景に、負債削減を進め、長期借入
150億円の早期返済も検討しましたが、最終的には、掛かるコストを
鑑み、実施を見送りました。仮に、早期返済をしていれば、純資産
2,856億円(現預金388億円)で、実質50.0%を達成したことになります。



25



26



27



28

●3,000億円レベルの売上を3年間継続することを目指します。
3,000億円を越える売上は、前期も含め、過去2度しかなく、
同様のレベルの売上を、3年維持することは、容易なことではなく
安定かつ持続的な成長へのチャレンジであると考えています

●SE、FT事業のみならず、GA、PE事業も営業利益率10%を越える前提
での目標です

●連結総還元性向、成長投資のバランスを勘案した上で、確実に
純利益を上げていくことにより、ROE15%レベルを維持します
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●今後もSEは、
顧客の付加価値向上を第一に取り組み、顧客の成長が自社の成長となる
事業展開を進めてまいります。
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●2017/3月期末予想
→配当87円予想で、配当性向17％程度、
2017年6月27日の株主総会で決議予定です。






